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お
彼
岸
は
、
七
日
間
に

わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
、

仏
教
の
法
会(

彼
岸
会)

か
ら
き
て
い
ま
す
が
、

お
彼
岸
の
背
景
に
は

日
本
古
来
の
信
仰
が

深
く
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
お
彼
岸
は
春
と
秋

の
二
回
あ
り
、
春
分
と

秋
分
の
日
を
お
中
日

と
す
る
七
日
間
を
指

し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
仏
教
の
本
家
イ
ン
ド
で

は
、
そ
も
そ
も
先
祖
の
墓
と
い
う
も
の
が
な

く
、
お
墓
参
り
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ら

に
、
四
季
の
は
っ
き
り
し
な
い
イ
ン
ド
で
は
、

春
分
や
秋
分
の
日
は
季
節
を
分
け
る
特
別
な

日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
お
墓
も
四
季

も
あ
る
中
国
で
も
、
お
彼
岸
に
お
墓
参
り
す

る
と
い
う
習
慣
は
、
生
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
は
な
ぜ
日
本
で
は
、
お
彼
岸
に
お
墓
参
り

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
も

と
も
と
日
本
で
は
、
太
陽
を
崇
拝
す
る
信
仰

が
あ
り
、
春
分
・
秋
分
の
日
は
季
節
を
分
か

つ
大
切
な
日
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

特
に
農
耕
民
族
で
あ
る
日
本
人
は
自
然
と
の

結
び
付
き
を
重
要
視
し
て
き
ま
し
た
。
春
に

種
を
蒔
き
、
秋
に
収
穫
す
る
こ
と
を
サ
イ
ク

ル
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
五
穀
豊
穣
、
収
穫

感
謝
の
お
祭
り
を
行
い
ま
す
。
神
社
で
は
春

祭
り
、
祈
年
祭(

き
ね
ん
さ
い)

、
秋
祭
り
、
新
嘗

祭(

に
い
な
め
さ
い)

が
行
わ
れ
ま
す
。
お
彼
岸
は
ご

先
祖
様
に
お
参
り
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
然

に
感
謝
す
る
日
な
の
で
す
。
や
が
て
仏
教
が
伝

わ
る
と
、
太
陽
が
真
東
か
ら
昇
り
、
真
西
に
沈

む
春
分
と
秋
分
の
日
が
、
特
別
に
重
要
な
日
と

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
仏
教
で
は
、

極
楽
浄
土
は
西
方
の
彼
方
に
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
の
で
、
太
陽
が
真
西
に
沈
む
彼
岸
の
日
に

は
、
願
い
や
思
い
が
通
じ
や
す
い
と
い
う
発
想

が
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

三
月 

弥
生

や

よ

い  
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１日・15 日 月次祭(つきなみさい) 皇室の弥栄と国

家安泰、氏子崇敬者並に社会の幸福と平和を祈る。     

３日 上巳(じょうし)五節句の一つ。桃の節句。ひ

な祭り。昔から節句の日には農作業などの仕事を集

落全体で休む習慣があったと言われています。 

５日 啓蟄(けいちつ)まだ寒い 

時節ではあるが、日足も目に見え 

るように長くなり、陽の光の中に 

春を強く感じるようになる。蟄は 

「ちゅう」の慣用読みで、虫など 

が土中に隠れている意である。 

11 日 東日本大震災黙祷を捧げましょう。 

17日～23日 彼岸 ※下記豆知識ご参照下さい。 

２０日 春分の日(春季皇霊祭) 一般では、この

日を春の彼岸の中日という。春季皇霊祭はもと祝祭

日の中の大祭日の一つ。毎年、宮中の皇霊殿で、行

われる皇室の大祭で、天皇陛下御自ら歴代の天皇・

皇后・皇族など皇祖の神霊をまつる儀式。戦後「春

分の日」として国民の祝日となった。 

本日はよくお参り下さいました 

木々の芽吹きに春を感じるこの頃、皆さまいかが

お過ごしでしょうか。今月は桃の節句の月でもあ

ります。女の子のいらっしゃるご家庭ではかわい

らしいひな人形が、たたずんでいることと思いま

す。さて、先日「この世界の片隅に」という映画

を見ました。アニメ映画なのですが、設定は戦前、

戦中の時代、昔の人はこんな生活をしていたのか

と、どんどん引き込まれます。事実はもっと悲惨

で思い出したくもない方もいると思います。現代

に生きる私たちが知らない戦時中に、こんな風に

生きた人がいたかもし 

れない、こんな風に生 

きていた人がいたなら 

いいな、と思わせてく 

れるような、見た後に 

誰かに勧めたくなる映 

画でした。権禰宜 道子 

今
月
の
言
葉 

『
人
を
相
手
に
せ
ず
、 

天
を
相
手
に
せ
よ
』 

西
郷
隆
盛
遺
訓 

天
を
神
と
考
え
る
な
ら
ば
、
神
を
相
手

に
し
て
人
生
を
送
れ
。
自
分
の
果
す
べ

き
つ
と
め
は
、
当
然
つ
と
め
る
。
相
手

の
行
動
に
は
、
そ
の
可
否
は
問
わ
な

い
。
人
生
で
問
題
に
す
べ
き
は
、
自
分

が
最
後
ま
で
、
誠
心
を
尽
く
し
て
い
る

か
ど
う
か
で
あ
る
。
又
そ
の
至
誠
の
域

に
入
ら
ん
た
め
に
は
「
ま
ず
独
り
を
慎

む
」
こ
と
か
ら
手
を
下
す
よ
う
に
つ
と

め
よ
、
と
し
た
。
西
郷
の
修
養
の
要
は

私
の
な
い
人
生
、
無
欲
の
平
常
心
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。「
参
考
文
献
『
続
神
道

百
言
』
岡
田
米
夫
著 

神
道
文
化
会
発
行 
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